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背景・目的 
個人は、身近な人の保健行動によって間接的に影響を受ける。そのため、生活習慣病予防に関する
保健指導は、保健指導を受けた個人だけでなく、その家族の保健行動を変える可能性があると考えた。
先行研究において、1人の家族が保健指導を受けたことで、約30％の家族が健康に良い変化を示した。
そこで、本研究の目的は、個人に提供された保健指導プログラムが、その配偶者の保健行動の変化に
影響を与えるプロセスを明らかにすることとした。 
 
方法 
本研究では、質的帰納的、探索的研究デザインを使用した。特定保健指導プログラムに参加した者
（以下、「パートナー」とする）の配偶者（17名：男性3名、女性14名）に対して、パートナーの初回
面接時期とその6か月後の計2回、半構造化面接調査を行った。2回目の面接調査で、特定保健指導に関
連する影響とそれによる変化があったと回答した者を分析対象とした。分析基準を満たさない5名を除
き、11名（全女性；平均= 61.0±9.1歳）を分析対象とし、修正版グラウンデッド・セオリー・アプロ
ーチを用いて分析を行った。 
本研究は、群馬大学 人を対象とする医学系研究倫理審査委員会の承認と（HS2016-082）、質的研究
を報告するための統合基準（COREQ）に従って実施した。 
 
結果 
分析の結果、26の概念、9のサブカテゴリ、2のカテゴリが抽出された。配偶者がパートナーから影
響を受けて変化するプロセスは、｛私はあくまでもサポーター｝というパートナーを支援する立場の
段階から、｛私もプレイヤー｝という自分も健康づくりの実践者の段階に変化するものであった。ス
トーリーラインは、以下の通りである。 
｛私はあくまでもサポーター｝の段階は、パートナーからあびせられる健康情報のシャワーという
影響を受け、パートナーの目標達成に向けた協力をしたり、体重の減少などのパートナーの効果が気
になる状態であった。協力をしない場合でも、パートナーからあびせられる健康情報のシャワーやパ
ートナーの取り組む姿の静観により、パートナーの効果が気になる状態であった。そしてパートナー
の取り組む姿の静観からパートナーの変化にドキッとさせられる経験を経て、健康づくりを自分もや
らなくてはという状態に変化し、｛私もプレイヤー｝の段階に変化していた。｛私もプレイヤー｝の
段階は、パートナーからあびせられる健康情報のシャワーやパートナーの取り組む姿の静観から、自
分も負けてはいられないと思い、パートナーと一緒に実践したり自分一人で実践したりしていた。こ
れらを繰り返すことで、生活スタイルの変化の習慣化となっていた。 
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考察 
 配偶者がパートナーを支援する立場から自分自身が実践者に変化するためには、パートナーの姿を
静観することを通してパートナーの変化にドキッとさせられるような、感情刺激が重要であることが
明らかとなった。静観という消極的な影響には、パートナーが努力して継続する姿だけでなく、頑張
れない姿も抽出された。このことから、保健指導に参加した者が保健指導で設定した目標を、全て実
践に移せることは必要不可欠ではない。それよりもむしろ、パートナーの健康意識の好ましい変化を、
観察者である配偶者が実感できることが重要なのではないかと考える。そして、すべてのプロセスは
配偶者がパートナーの保健指導の効果に興味・関心を持つことから始まり、これこそがプロセス開始
の重要な要素であると言える。 
 2016年度の特定健康診査の受診率は51.4％であり、約半数は未受診であった。さらに、特定保健指
導の対象者のうち、保健指導を最後まで修了した者はわずか18.8％であった。特定保健指導は保健指
導修了者の検査値の改善等の効果があるものの、利用者が少ないのが課題である。ソーシャルネット
ワークには、ポジティブとネガティブの影響があるが、ネットワークをうまく操作することによって、
個人や集団の健康を増進することは可能であると言われている。特定保健指導の波及効果により、特
定健康診査の受診者や特定保健指導の未受診者という、保健サービスにアクセスが困難な者に対して
も特定保健指導に参加した者を通して、間接的に働きかけることが期待できるのではないかと考える。
これは、公衆衛生の観点からも有用であると考える。 
 
 
